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逆
進
性
が
国
益
？

　

自
民
党
や
国
会
の
委
員
会
は
、コ
メ
、麦
、

牛
肉
・
豚
肉
、
乳
製
品
、
砂
糖
な
ど
を
関

税
撤
廃
の
例
外
と
し
、
こ
れ
が
確
保
で
き

な
い
場
合
は
、
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
T
P
P
）
交
渉
か
ら
脱
退
も
辞
さ
な
い

と
決
議
し
て
い
る
。
国
会
議
員
に
と
っ
て

は
、
関
税
維
持
が
国
益
の
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
関
税
で
守
っ
て
い
る
の
は
、

国
内
の
高
い
農
産
物（
＝
食
料
品
価
格
）だ
。

例
え
ば
、
消
費
量
の
14
%
に
す
ぎ
な
い
国

産
小
麦
の
高
い
価
格
を
守
る
た
め
に
、
86

％
の
外
国
産
小
麦
に
つ
い
て
も
関
税
を
課

し
て
、
消
費
者
に
高
い
パ
ン
や
う
ど
ん
を

買
わ
せ
て
い
る
。

　

主
食
で
あ
る
コ
メ
に
つ
い
て
は
、

5
0
0
0
億
円
も
の
税
金
を
使
っ
て
農
家

に
減
反
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
供
給
を
減

少
さ
せ
、
コ
メ
の
値
段
を
上
げ
て
、

6
0
0
0
億
円
を
超
え
る
消
費
者
負
担
を

強
い
て
い
る
。
1
兆
8
0
0
0
億
円
の
コ

メ
生
産
に
対
し
て
、
国
民
負
担
の
合
計
は

1
兆
円
を
超
え
る
。
高
い
米
価
も
関
税
で

守
ら
れ
て
い
る
。

　

多
く
の
政
治
家
は
、
貧
し
い
人
が
高
い

食
料
品
を
買
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
消

費
税
増
税
に
反
対
し
た
。
し
か
し
、
関
税

や
減
反
で
食
料
品
価
格
を
吊つ

り
上
げ
る
こ

と
は
、
国
益
ら
し
い
。

　

米
国
や
欧
州
連
合
（
E
U
）
は
高
い
価

格
で
は
な
く
、
財
政
か
ら
の
直
接
支
払
い

で
農
業
を
保
護
す
る
政
策
に
切
り
替
え
て

い
る
。
関
税
が
な
く
な
り
価
格
が
下
が
っ

て
も
、
財
政
で
補ほ

塡て
ん

す
れ
ば
農
家
は
影
響

を
受
け
な
い
し
、
消
費
者
は
利
益
を
受
け

る
。
内
外
価
格
差
が
大
き
い
の
で
膨
大
な

財
政
負
担
が
必
要
に
な
る
と
い
う
農
業
界

の
主
張
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
今
、
膨
大
な

消
費
者
負
担
を
強
い
て
い
る
と
白
状
し
て

い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
前
述
の
小
麦

の
よ
う
に
、
消
費
者
は
輸
入
し
て
い
る
外

国
産
小
麦
に
も
高
い
価
格
を
払
っ
て
い
る

の
で
、
消
費
者
負
担
は
こ
れ
よ
り
も
さ
ら

に
大
き
い
。
国
内
農
産
物
価
格
と
国
際
価

格
と
の
差
を
直
接
支
払
い
で
補
塡
す
る
だ

け
で
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
、
国
内
産
だ

け
で
な
く
外
国
産
農
産
物
の
消
費
者
負
担

ま
で
な
く
な
る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
生
じ
る
。

　

し
か
し
、
米
国
と
異
な
り
、
日
本
が
国

際
価
格
よ
り
高
い
国
内
価
格
で
農
家
を
保

T
P
P
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
日
本
農
業

減
反
を
廃
止
さ
せ
る
の
は
米
国
？

キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
研
究
主
幹

山
下
一
仁

日本再生への道⑲ 連 載

　
高
齢
化
と
人
口
減
少
で
縮
小
す
る
国
内
市
場
を
高
い
関
税
で
守
っ
て
も
、
日
本
農
業
は
「
安
楽
死
」
す
る
し
か
な
い
。

農
業
を
維
持
・
振
興
し
よ
う
と
す
る
と
、
減
反
を
廃
止
し
て
コ
メ
の
価
格
を
下
げ
る
と
と
も
に
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て

自
由
貿
易
の
下
で
輸
出
を
振
興
す
る
し
か
な
い
。
減
反
廃
止
と
い
う
報
道
は
誤
報
だ
っ
た
が
、
今
回
の
政
策
変
更
が
予
定

し
て
い
る
よ
う
に
、
米
粉
や
飼
料
用
の
コ
メ
生
産
を
増
大
す
れ
ば
、
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
輸
出
し
て
い
る
米
国
の
利

益
を
損
な
い
、
同
国
か
ら
報
復
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
と
き
こ
そ
、
40
年
以
上
続
い
た
減
反
を
廃
止
で
き
る
だ

ろ
う
。

や
ま
し
た・か
ず
ひ
と　
東
大
法
卒
。

77
年
農
水
省
入
省
、ガ
ッ
ト
室
長
、農

村
振
興
局
次
長
な
ど
を
経
て
10
年
4

月
か
ら
現
職
。著
作
に「
日
本
の
農
業

を
破
壊
し
た
の
は
誰
か
」（
講
談
社
）、

「
農
協
の
陰
謀
」（
宝
島
社
新
書
）な
ど
。
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護
す
る
と
い
う
政
策
を
取
り
続
け
る
限
り
、

関
税
が
必
要
と
な
る
。
日
本
以
外
に
、
こ

ん
な
に
多
く
の
品
目
を
例
外
要
求
し
て
い

る
国
は
な
い
。
日
本
政
府
は
最
終
的
に
、

T
P
P
参
加
国
へ
の
無
税
の
米
輸
入
割
当

枠
を
設
定
す
る
か
わ
り
に
、
せ
め
て
コ
メ

だ
け
で
も
例
外
に
し
て
く
れ
と
交
渉
す
る

の
だ
ろ
う
。

減
反
廃
止
で
関
税
は
不
要
に

　

こ
れ
に
は
、「
日
本
の
農
業
は
規
模
が

小
さ
い
の
で
、
米
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
農
業
と
は
競
争
で
き
な
い
」
と
い
う
前

提
が
あ
る
。
農
家
1
戸
当
た
り
の
農
地
面

積
は
、
日
本
を
1
と
す
る
と
、
E
U
6
、

米
国
75
、
豪
州
1
3
0
9
で
あ
る
。
規
模

が
大
き
い
方
が
コ
ス
ト
は
低
い
。
し
か
し
、

規
模
だ
け
が
重
要
な
の
で
は
な
い
。
世
界

最
大
の
農
産
物
輸
出
国
で
あ
る
米
国
も
豪

州
の
17
分
の
1
に
す
ぎ
な
い
。
土
地
の
肥ひ

沃よ
く

度
が
異
な
る
と
、
作
物
も
単
位
面
積
あ

た
り
の
収
量
（
単
収
）
も
違
う
。
土
地
が

痩
せ
て
い
る
豪
州
で
は
主
に
草
地
で
牛
を

放
牧
し
て
い
る
の
に
対
し
、
米
国
は
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
生
産
が
主
体
で
あ
る
。

　

ま
た
、
自
動
車
と
同
じ
く
、
農
産
物
で

も
品
質
格
差
は
大
き
い
。
香
港
で

は
、
同
じ
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
も
日
本

産
の
価
格
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産

の
1
・
6
倍
、
中
国
産
の
2
・
5

倍
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、「
米

国
な
ど
と
競
争
で
き
な
い
」
と
い

う
議
論
に
は
、
関
税
が
撤
廃
さ
れ

て
も
、
政
府
が
何
も
対
策
を
講
じ

な
い
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
E
U

は
米
国
の
10
分
の
1
、
豪
州
の

2
0
0
分
の
1
の
規
模
な
が
ら
、

高
い
生
産
性
と
政
府
か
ら
の
直
接

支
払
い
で
穀
物
を
輸
出
し
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
小
麦
単
収
は
豪
州
の

5
倍
で
あ
る
。

　

実
際
に
は
、
日
本
産
と
中
国
産

や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
の
コ
メ
と
の
価
格

差
は
、
30
%
程
度
に
縮
小
し
て
い
る
。
現

状
で
も
コ
メ
を
輸
出
し
て
い
る
農
家
は
増

え
て
い
る
。

　

図
1 

の
一
番
下
の
折
れ
線
は
日
本
が

実
際
に
輸
入
し
て
い
る
中
国
産
の
輸
入
価

格
で
あ
る
。
真
ん
中
は
、
こ
の
中
国
産
を

日
本
国
内
で
売
却
し
た
価
格
で
あ
る
。
一

番
上
の
日
本
産
の
価
格
と
真
ん
中
の
中
国

産
価
格
と
の
差
は
、
価
格
に
表
れ
た
品
質

格
差
で
あ
る
。
し
か
も
、
日
本
産
の
1
万

3
0
0
0
円
と
い
う
価
格
は
減
反
で
供
給

量
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ

た
水
準
な
の
で
、
減
反
を
廃
止
す
れ
ば

8
0
0
0
円
程
度
に
低
下
し
、
日
中
米
価

は
逆
転
し
て
関
税
は
い
ら
な
く
な
る
。
そ

も
そ
も
、
T
P
P
で
関
税
が
な
い
状
態
が

実
現
で
き
れ
ば
、
国
際
価
格
よ
り
も
高
い
、

減
反
と
い
う
国
内
の
価
格
カ
ル
テ
ル
は
維

持
で
き
な
い
。

　

中
国
の
最
大
の
内
政
問
題
は
、
都
市
部

の
1
人
当
た
り
所
得
が
農
村
部
の
3
・
5

倍
に
も
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
「
三
農
問

題
」
で
あ
る
。
中
国
が
こ
れ
を
解
決
し
て

い
く
に
つ
れ
、
中
国
農
村
部
の
労
働
コ
ス

ト
は
上
昇
し
、
農
産
物
価
格
も
上
昇
す
る
。

　

仮
に
、
減
反
廃
止
に
よ
り
日
本
米
の
価

格
が
8
0
0
0
円
に
低
下
し
、
三
農
問
題

の
解
決
に
よ
る
農
村
部
の
労
働
コ
ス
ト
の

上
昇
や
人
民
元
の
切
り
上
げ
で
中
国
産
米

の
価
格
が
1
万
3
0
0
0
円
に
上
昇
す
る

と
、
商
社
は
日
本
市
場
で
コ
メ
を

8
0
0
0
円
で
買
い
付
け
て
1
万

3
0
0
0
円
で
輸
出
し
て
利
益
を
得
ら
れ

る
。
こ
の
結
果
、
国
内
市
場
で
の
供
給
が

減
少
し
、
輸
出
価
格
の
水
準
ま
で
国
内
価

格
も
上
昇
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
内
の

コ
メ
生
産
は
拡
大
す
る
。

　

1
俵
（
60
㌔
）
あ
た
り
の
農
産
物
の
コ

ス
ト
は
、
1
㌶
当
た
り
の
肥
料
、
農
薬
、

機
械
な
ど
の
コ
ス
ト
を
1
㌶
当
た
り
何
俵

取
れ
る
か
と
い
う
単
収
で
割
っ
た
も
の
だ
。

規
模
の
大
き
い
農
家
の
コ
メ
生
産
費
（
実

際
に
掛
か
っ
た
物
財
費
と
呼
ば
れ
る
コ
ス

ト
、
15
㌶
以
上
の
規
模
で
1
俵
あ
た
り

6
3
7
8
円
）
は
零
細
な
農
家
（
0
・
5

㌶
未
満
の
規
模
で
1
万
5
1
8
8
円
）
の

半
分
以
下
で
あ
る（
2
0
1
1
年
）。
ま
た
、

単
収
が
倍
に
な
れ
ば
、
コ
ス
ト
は
半
分
に

な
る
。
つ
ま
り
、
規
模
拡
大
と
単
収
向
上

を
行
え
ば
、
コ
ス
ト
は
下
が
り
、
所
得
は

上
が
る
。

　

図
2
（
16
㌻
）
が
示
す
通
り
、
都
府
県

の
平
均
的
な
農
家
で
あ
る
1
㌶
未
満
の
農

家
が
農
業
か
ら
得
て
い
る
所
得
は
、
ト
ン

ト
ン
か
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
ゼ
ロ
の
農
業

所
得
に
20
戸
を
か
け
よ
う
が
40
戸
を
か
け

よ
う
が
、
ゼ
ロ
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
20
㌶
の

25000
（円）
〈図1〉日中米価の接近
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農
地
が
あ
る
集
落
な
ら
、
1
人
の
農
業
者

に
全
て
の
農
地
を
任
せ
て
耕
作
し
て
も
ら

う
と
、
1
3
0
0
万
円
の
所
得
を
稼
い
で

く
れ
る
。
こ
れ
を
地
代
と
し
て
、
他
の
農

家
に
配
分
し
た
方
が
、
集
落
全
体
の
た
め

に
な
る
。

鬼
に
金
棒

　

し
か
し
、
農
地
面
積
が
一
定
の
ま
ま
規

模
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
農
業
に
従
事
す

る
戸
数
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
組
合
員
の
多
数
を
占
め
る
コ
メ
農
家

の
戸
数
を
維
持
し
た
い
農
協
は
、
構
造
改

革
に
反
対
し
た
。
農
協
は
食
糧
管
理
制
度

の
時
代
、
政
府
買
い
入
れ
価
格
（
生
産
者

米
価
）
引
き
上
げ
と
い
う
一
大
政
治
運
動

を
展
開
し
た
。
米
価
が
上
が
れ
ば
農
協
の

販
売
手
数
料
収
入
も
増
加
す
る
。
農
協
の

選
挙
支
援
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
自
民
党

の
圧
力
に
よ
り
、
農
政
は
米
価
を
上
げ
た
。

水
田
は「
票
田
」

と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

本
来
な
ら
ば

退
出
す
る
は
ず

の
コ
ス
ト
の
高

い
零
細
農
家
も
、

米
価
引
き
上
げ

に
よ
り
、
小
売

業
者
か
ら
高
い

コ
メ
を
買
う
よ

り
も
ま
だ
自
分

で
作
っ
た
方
が

安
い
の
で
、
農

業
を
継
続
し
て

し
ま
っ
た
。
零

細
農
家
が
農
地

を
出
し
て
こ
な

い
の
で
、
農
業

で
生
計
を
立
て
て
い
る
主
業
農
家
の
規
模

拡
大
は
進
ま
な
か
っ
た
。
主
た
る
収
入
が

農
業
で
あ
る
主
業
農
家
の
販
売
シ
ェ
ア
は
、

酪
農
で
95
％
、
野
菜
や
畑
作
物
で
は
82
％

に
も
な
る
の
に
、
コ
メ
だ
け
38
％
と
極
端

に
低
い
。
つ
ま
り
、
農
政
が
コ
メ
の
構
造

改
革
を
阻
害
し
た
の
だ
。

　

農
協
は
、
銀
行
や
生
命
保
険
、
損
害
保

険
、
農
業
生
産
資
材
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の

生
活
物
資
の
供
給
な
ど
、
全
て
の
事
業
を

実
施
で
き
る
権
能
を
持
っ
た
日
本
で
唯
一

の
企
業
体
で
あ
る
。
兼
業
農
家
は
、
本
業

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
収
入
や
農
地
の
切
り
売

り
で
得
た
数
兆
円
に
お
よ
ぶ
転
用
売
却
益

を
預
金
し
て
く
れ
る
の
で
、
農
協
は
、
国

内
銀
行
中
、
第
2
位
を
争
う
貯
金
残
高
93

兆
円
の
メ
ガ
バ
ン
ク
と
な
っ
た
。
農
協
は
、

こ
れ
を
農
家
以
外
の
准
組
合
員
（
地
域
の

住
民
な
ら
誰
で
も
な
れ
る
）
へ
の
住
宅
ロ

ー
ン
や
元
農
家
の
ア
パ
ー
ト
建
設
な
ど
へ

の
融
資
、
ウ
ォ
ー
ル
街
で
の
有
価
証
券
投

資
な
ど
で
運
用
し
て
利
益
を
得
た
。
ま
た
、

農
協
の
共
済
（
保
険
）
事
業
も
総
資
産
は

48
兆
円
に
達
し
、
国
内
ト
ッ
プ
の
保
険
会

社
で
あ
る
日
本
生
命
保
険
の
51
兆
円
に
迫

る
。
農
家
も
農
協
も
、
脱
農
・
兼
業
化
で

豊
か
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
農
業
は
衰

退
し
た
の
に
、
農
家
と
農
協
は
繁
栄
し
た
。

高
米
価
を
起
点
と
し
て
、
全
て
の
歯
車
が

う
ま
く
回
っ
た
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。

　

食
管
制
度
の
下
で
の
米
価
引
き
上
げ
に

よ
っ
て
コ
メ
は
過
剰
に
な
っ
た
。
過
剰
生

産
を
な
く
し
、
政
府
買
い
入
れ
を
抑
制
し

て
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

1
9
7
0
年
に
減
反
が
導
入
さ
れ
た
。
市

場
経
済
の
世
界
で
、
需
要
は
常
に
供
給
に

等
し
い
の
で
、
過
剰
と
い
う
こ
と
は
あ
り

得
な
い
。
過
剰
が
生
じ
る
の
は
、
食
管
制

度
の
時
代
の
よ
う
に
、
政
府
の
介
入
な
ど

に
よ
っ
て
一
定
の
価
格
が
決
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
今
は
そ
の
よ
う
な
価
格

制
度
が
な
い
の
で
、
過
剰
は
生
じ
ず
、
政

府
と
し
て
は
減
反
す
る
必
要
は
な
い
。

　

で
は
、
誰
の
た
め
の
減
反
な
の
か
？ 

農
家
、
と
い
う
よ
り
農
協
の
た
め
で
あ
る
。

食
管
制
度
は
95
年
に
廃
止
さ
れ
、
米
価
は

今
で
は
生
産
量
を
制
限
す
る
減
反
政
策
に

よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
政

府
の
全
量
買
い
上
げ
を
要
求
し
、
減
反
に

反
対
し
た
農
協
が
、
今
や
減
反
を
強
力
に

支
持
し
て
い
る
。
今
の
制
度
を
〝
農
協
食

管
〟
と
呼
ぶ
人
が
い
る
が
、
言
い
得
て
妙

で
あ
る
。

　

減
反
は
、
生
産
者
が
共
同
し
て
減
産
す

る
と
い
う
カ
ル
テ
ル
だ
。
他
産
業
な
ら
独

禁
法
違
反
と
な
る
カ
ル
テ
ル
に
年
問
約

2
0
0
0
億
円
、
累
計
総
額
8
兆
円
の
補

助
金
が
、
農
家
を
参
加
さ
せ
る
た
め
の
ア

〈図2〉米の規模別生産費と所得
（生産費：円/60kg）

（注）横軸の単位はヘクタール
（出所）農林水産省「農業経営統計調査 平成23年 個別経営の営農類型別経
営統計 （経営収支）-水田作経営-」および「農業経営統計調査 平成23年産 
米生産費」等の資料を基に筆者作成

（米作所得：千円）
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メ
と
し
て
支
払
わ
れ
て
き
た
。

　

生
産
を
減
少
さ
せ
て
米
価
を
高
め
る
減

反
政
策
が
、
コ
メ
の
競
争
力
を
奪
っ
て
き

た
。
単
位
数
量
あ
た
り
の
コ
ス
ト
は
、
面

積
あ
た
り
の
コ
ス
ト
を
単
収
で
割
っ
た
も

の
だ
か
ら
、
単
収
が
上
が
れ
ば
コ
ス
ト
は

下
が
る
。
し
か
し
、
総
消
費
量
が
一
定
の

下
で
単
収
が
増
え
れ
ば
、
コ
メ
生
産
に
必

要
な
水
田
面
積
は
縮
小
す
る
。
そ
う
な
る

と
、
減
反
面
積
を
拡
大
せ
ざ
る
を
え
な
く

な
り
、
農
家
へ
の
減
反
補
助
金
が
増
え
て

し
ま
う
。
従
っ
て
、
単
収
向
上
の
た
め
の

品
種
改
良
は
、
政
府
の
研
究
機
関
で
は
タ

ブ
ー
と
な
っ
た
。
今
で
は
日
本
の
平
均
単

収
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
よ
り
4
割
も
少
な

い
。

　

減
反
を
廃
止
し
て
米
価
を
下
げ
れ
ば
、

零
細
な
兼
業
農
家
は
農
地
を
貸
し
出
す
。

主
業
農
家
に
限
っ
て
直
接
支
払
い
を
交
付

す
れ
ば
、
そ
の
地
代
負
担
能
力
が
上
が
っ

て
、
農
地
は
主
業
農
家
に
集
ま
る
。
減
反

の
廃
止
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
米
並
み
に
単

収
が
増
え
れ
ば
、
15
㌶
以
上
の
農
家
の
コ

ス
ト
は
1
・
4
分
の
1
、
4
5
5
6
円
に

減
少
す
る
。
全
国
平
均
の
9
4
7
8
円
に

比
べ
、
半
分
以
下
の
水
準
で
あ
る
。

　

高
い
関
税
で
外
国
産
農
産
物
か
ら
国
内

市
場
を
守
っ
て
も
、
そ
れ
は
高
齢
化
と
人

口
減
少
で
縮
小
す
る
。
農
業
を
維
持
・
振

興
し
よ
う
と
す
る
と
、
輸
出
市
場
を
開
拓

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
農
業
が
い

く
ら
コ
ス
ト
削
減
に
努
力
し
て
も
、
輸
出

相
手
国
の
関
税
が
高
け
れ
ば
輸
出
で
き
な

い
。
貿
易
相
手
国
の
関
税
を
撤
廃
す
る

T
P
P
な
ど
の
貿
易
自
由
化
交
渉
に
積
極

的
に
対
応
し
な
け
れ
ば
、日
本
農
業
は「
安

楽
死
」
す
る
し
か
な
い
。
現
在
の
価
格
で

も
、
コ
メ
を
輸
出
し
て
い
る
生
産
者
が
い

る
。
世
界
に
冠
た
る
品
質
の
コ
メ
が
、
生

産
性
向
上
と
直
接
支
払
い
で
価
格
競
争
力

を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
、
鬼
に
金
棒
で
あ

る
。リ

メ
イ
ク

　

安
倍
政
権
に
な
っ
て
か
ら
、
農
業
関
係

の
政
策
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　

農
業
と
い
う
第
1
次
産
業
に
、
加
工
・

流
通
・
外
食
・
観
光
な
ど
の
第
2
・
3
次

産
業
を
加
え
て
農
産
物
の
付
加
価
値
を
増

加
さ
せ
る
と
い
う
6
次
産
業
化
、
農
地
を

借
り
受
け
て
担
い
手
農
家
に
貸
し
渡
す
農

地
中
間
管
理
機
構
（
農
地
集
積
バ
ン
ク
）、

輸
出
の
倍
増
と
い
う
政
策
が
最
初
に
提
案

さ
れ
、
10
年
間
で
農
業
所
得
を
倍
増
す
る

と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
6
次
産
業

化
で
価
格
を
上
げ
、
農
地
集
積
で
コ
ス
ト

を
削
減
し
、
輸
出
で
販
売
量
を
増
や
し
て

所
得
を
上
げ
よ
う
と
す
る
考
え
だ
。

　

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
過
去

に
実
施
し
て
効
果
の
な
か
っ
た
政
策
の

「
リ
メ
イ
ク
」
で
あ
る
。
6
次
産
業
化
と

い
っ
て
も
、
プ
ロ
の
加
工
業
者
が
で
き
な

い
も
の
を
農
業
者
が
簡
単
に
で
き
る
は
ず

は
な
い
。
第
1
次
安
倍
内
閣
で
も
輸
出
倍

増
が
唱
え
ら
れ
た
が
、
輸
出
は
逆
に
減
っ

て
い
る
。
価
格
競
争
力
を
付
け
な
い
で
、

販
売
促
進
活
動
を
い
く
ら
や
っ
て
も
、
売

れ
な
い
も
の
は
売
れ
な
い
。
農
地
集
積
で

コ
ス
ト
削
減
と
言
っ
て
も
、
減
反
政
策
で

米
価
を
高
く
維
持
し
て
い
る
た
め
、
コ
ス

ト
の
高
い
農
家
も
農
業
を
続
け
て
し
ま
い
、

農
地
は
出
て
こ
な
い
。

　

減
反
政
策
と
い
う
戦
後
農
政
の
か
た
い

岩
盤
を
崩
せ
る
か
、
こ
こ
に
日
本
農
業
の

将
来
が
か
か
っ
て
い
る
。
昨
年
の
減
反
廃

止
は
誤
報
だ
っ
た
。
減
反
廃
止
と
発
言
し

て
い
た
安
倍
晋
三
首
相
も
、
一
般
の
人
に

分
か
り
や
す
く
言
っ
た
だ
け
だ
と
し
て
、

発
言
を
訂
正
し
た
。

　

減
反
政
策
の
基
本
は
そ
も
そ
も
、
農
家

が
水
田
で
コ
メ
以
外
の
作
物
を
植
え
る
と

い
う
転
作
（
＝
米
作
の
減
反
）
を
す
れ
ば
、

減
反
面
積
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る

と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
に
加
え
て
、
10
年

か
ら
民
主
党
は
、
こ
れ
以
上
コ
メ
を
作
ら

な
い
と
い
う
生
産
目
標
数
量
を
守
っ
た
農

家
に
対
し
て
、
コ
メ
の
作
付
面
積
に
対
す

る
補
助
金
（
＝
戸
別
所
得
補
償
）
を
支
払

う
こ
と
に
し
た
。

　

今
回
の
見
直
し
は
、
民
主
党
政
権
が
導

入
し
た
戸
別
所
得
補
償
制
度
を
廃
止
す
る

と
、
自
民
党
が
選
挙
公
約
で
掲
げ
て
い
た

も
の
だ
。
そ
の
か
わ
り
、
1
9
7
0
年
か

ら
続
い
て
い
る
本
来
の
減
反
（
＝
転
作
面

積
に
対
す
る
補
助
金
〈
減
反
補
助
金
〉）

は
拡
充
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
高
米
価
政
策

と
い
う
農
政
の
根
本
に
、
い
さ
さ
か
の
変

更
も
な
い
。
主
要
紙
の
報
道
と
異
な
り
、

米
価
が
下
が
ら
な
い
の
で
、
T
P
P
で
関

税
撤
廃
な
ど
で
き
な
い
し
、
零
細
な
兼
業

農
家
も
米
作
を
続
け
る
の
で
、
主
業
農
家

が
農
地
を
借
り
受
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

一
筋
の
光
明

　

兼
業
農
家
が
麦
や
大
豆
を
作
る
の
は
大

変
だ
が
、
コ
メ
な
ら
簡
単
に
作
れ
る
。
前

回
の
自
民
党
政
権
末
期
の
09
年
か
ら
、
パ

ン
用
な
ど
の
米
粉
や
家
畜
の
飼
料
用
な
ど

の
非
主
食
用
に
コ
メ
を
作
付
け
さ
せ
、
こ

れ
を
減
反
（
転
作
）
と
見
な
し
て
、
減
反

補
助
金
を
交
付
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、

農
家
が
米
粉
・
飼
料
用
の
生
産
を
し
た
場

合
で
も
、
主
食
用
に
コ
メ
を
販
売
し
た
場

合
の
10
㌃
当
た
り
の
収
入
10
・
5
万
円
と

同
じ
程
度
の
収
入
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

8
万
円
を
交
付
し
て
き
た
。
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そ
れ
で
も
米
粉
・
飼
料
用
の
需
要
先
が

少
な
い
の
で
、
今
回
補
助
金
を
10
㌃
当
た

り
最
大
10
・
5
万
円
に
ま
で
増
額
し
た
。

こ
の
補
助
金
は
主
食
用
米
の
販
売
収
入
と

同
額
で
あ
る
。
も
し
農
家
が
主
食
用
の
収

入
と
同
じ
収
入
で
満
足
す
る
な
ら
、
農
家

は
米
粉
・
飼
料
用
の
コ
メ
を
た
だ
で
販
売

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

農
林
水
産
省
は
飼
料
用
に
最
大
4
5
0

万
㌧
の
需
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
10
㌃

当
た
り
10
・
5
万
円
を
払
う
と
、
こ
れ
だ

け
で
7
0
0
0
億
円
、
残
り
の
減
反
面
積

を
合
わ
せ
る
と
、
減
反
補
助
金
は

8
0
0
0
億
円
に
達
す
る
。

　

今
回
の
見
直
し
で
、
飼
料
用
な
ど
の
コ

メ
の
収
益
の
方
が
よ
く
な
れ
ば
、
主
食
用

の
コ
メ
の
作
付
け
が
減
少
し
、
主
食
用
の

米
価
は
さ
ら
に
上
が
る
。
税
金
投
入
の
増

加
と
合
わ
せ
て
、
国
民
負
担
は
さ
ら
に
高

ま
る
。

　

補
助
金
漬
け
に
よ
る
米
粉
や
飼
料
用
の

コ
メ
生
産
は
、
輸
入
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
代
替
し
て
し
ま
い
、
こ
れ
ら
の
ほ
と

ん
ど
を
輸
出
し
て
い
る
米
国
の
利
益
を
大

き
く
損
な
う
。
米
国
が
世
界
貿
易
機
関

（
W
T
O
）に
減
反
補
助
金
を
提
訴
す
れ
ば
、

日
本
車
に
報
復
関
税
を
か
け
る
こ
と
が
可

能
だ
。

　

1
9
9
2
年
、
ガ
ッ
ト
の
ウ
ル
グ
ア

イ
・
ラ
ウ
ン
ド
（
多
角
的
貿
易
交
渉
）
の

最
終
局
面
で
、
E
U
は
そ
れ
ま
で
の
価
格

に
よ
る
農
家
保
護
か
ら
財
政
か
ら
の
直
接

支
払
い
へ
、
農
政
を
大
き
く
変
更
し
た
。

（
過
剰
農
産
物
を
輸
出
補
助
金
で
処
理
す

る
こ
と
に
よ
る
）
財
政
負
担
の
増
加
と
米

国
と
の
貿
易
紛
争
の
激
化
、（
輸
出
補
助

金
削
減
が
要
求
さ
れ
た
）
ウ
ル
グ
ア
イ
・

ラ
ウ
ン
ド
交
渉
へ
の
対
応
が
、
原
因
だ
っ

た
。
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
を
T
P
P

と
置
き
換
え
る
と
、
今
回
の
減
反
見
直
し

が
も
た
ら
す
状
況
は
、
E
U
の
農
政
改
革

の
状
況
と
類
似
す
る
。
高
米
価
・
減
反
政

策
を
徹
底
し
た
行
き
着
く
先
が
、
減
反
の

崩
壊
を
招
く
か
も
し
れ
な
い
。
一
筋
の
光

明
で
あ
る
。


